
現
在
、
新
た
な
文
化
施
設
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
旧

秋
田
県
民
会
館
・
ジ
ョ
イ
ナ
ス
の
場
所
は
、
江
戸
時
代

に
は
秋
田
藩
の
重
臣
で
あ
っ
た
渋
江
氏
の
屋
敷
が
あ
り

ま
し
た
。
渋
江
氏
は
江
戸
初
期
の
家
老
で
あ
る
渋
江
政

光
を
は
じ
め
家
老
を
八
人
も
輩
出
す
る
な
ど
、
要
職
を

務
め
ま
し
た
。
渋
江
氏
の
屋
敷
に
関
す
る
図
面
な
ど
は

な
い
の
で
す
が
、
城
下
絵
図
な
ど
か
ら
は
他
の
武
家
屋

敷
に
は
な
い
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
他
の
屋
敷
地
に
隣
接
し
て
い
ま
せ
ん
。
渋
江
氏

以
外
の
武
家
屋
敷
は
、
必
ず
他
家
の
屋
敷
地
に
隣
接
し

て
い
ま
す
が
、
渋
江
氏
の
屋
敷
地
は
、
自
身
の
中
屋
敷

が
隣
の
敷
地
に
あ
る
だ
け
で
す
。
さ
ら
に
屋
敷
地
の
東

側
は
道
路
を
挟
ん
で
梅
津
氏
の
屋
敷
地
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
他
は
堀
に
面
し
て
い
ま
す
。

高
度
な
防
御
機
能
を
持
っ
た
武
家
屋
敷

～
新
文
化
施
設
の
建
設
に
寄
せ
て
～

「出羽国秋田郡久保田城絵図」県C-173
写真中央の「侍屋敷」が渋江氏屋敷地。
右側が広小路。「埋門」の文字も見える。

絵
図
を
よ
く
見
る
と
、
屋
敷
地
を
囲
む
線
が
他
よ
り

も
太
い
線
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ

の
部
分
は
土
塁
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
旧
県
民
会

館
の
敷
地
は
道
路
か
ら
約
四
ｍ
ほ
ど
高
い
場
所
に
あ
り

ま
す
。
「
出
羽
国
秋
田
郡
久
保
田
城
絵
図
」
（
県
Ｃ
―
一

七
三
）
を
見
る
と
屋
敷
地
西
側
は
中
屋
敷
と
の
間
の
土

塁
上
と
、
そ
の
外
側
、
穴
門
に
続
く
土
塁
の
上
に
塀
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
穴
門
の
内
側
に
あ
る
門

に
は
「
埋
門
」
と
あ
り
ま
す
。
通
常
、
久
保
田
城
の
埋

門
は
本
丸
の
東
側
に
あ
っ
た
門
を
指
し
ま
す
が
、
埋
門

と
は
本
来
、
石
垣
や
土
塁
な
ど
に
穴
を
開
け
て
構
築
し

た
門
を
意
味
す
る
の
で
、
特
定
の
門
を
指
し
た
名
称
で

は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
広
小
路
側
の

堀
に
面
し
た
部
分
は
土
塁
状
に
土
が
盛
り
上
が
っ
て
お

り
、
近
世
の
風
景
を
想
起
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
渋
江
氏
の
屋
敷
地
は
、
明
ら
か

に
他
の
武
家
屋
敷
に
比
べ
て
堅
固
な
防
御
機
能
を
持
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
特
徴
を

持
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
す
が
、
久
保
田
城
下
が
整

備
さ
れ
た
当
時
か
ら
こ
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
初
代
藩
主
佐
竹
義
宣
の
渋
江
氏
に
対
す
る

信
頼
感
を
象
徴
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

安
永
七(

一
七
七
八)

年
に
久
保
田
城
本
丸
が
焼
失
し

た
際
に
、
渋
江
氏
の
屋
敷
が
藩
主
の
仮
御
殿
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
他
の
家
臣
の
屋
敷
と
は
違
う
機
能

を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

同
屋
敷
地
の
面
積
に
つ
い
て
は
、「
羽
後
国
秋
田
郡
秋

田
城
郭
之
図
」(

県
Ｃ
―
二
五
四
）
に
よ
れ
ば
、
上
屋
敷

地
の
坪
数
は
「
弐
千
五
百
九
拾
坪
八
合
五
勺
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
建
物
に
つ
い
て
は
、
江
戸
後
期
の
渋
江

氏
当
主
の
日
記
で
あ
る
「
渋
江
和
光
日
記
」
二
七
巻
文

政
三
（
一
八
二
〇
）
年
八
月
十
一
日
条
に
、
穴
門
近
く

に
あ
っ
た
中
屋
敷
（
史
料
中
で
は
「
穴
門
下
屋
敷
」）
と

と
も
に
、
建
物
と
そ
の
坪
数
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

渋
江
堅
治
居
宅
惣
坪
数
覚

一

四
百
七
坪

本
屋

一

五
坪
半

鎮
守
宮

一

拾
七
坪

櫓

一

弐
拾
弐
坪

土
蔵

一

参
拾
七
坪

板
蔵

一

五
百
拾
七
坪

長
屋

一

四
拾
弐
坪

厩

一

弐
拾
参
坪

小
屋

合
千
七
拾
坪
半

一

壱
坪

穴
門
下
屋
敷
稲
荷
堂

一

八
拾
壱
坪
半

同
所
長
屋

一

九
坪

同
所
小
屋

合
九
拾
壱
坪
半

惣
坪
合
六
拾
弐
坪

右
之
通
ニ
有
之
候
、
已
上

八
月

右
之
内
ニ
ハ
、
小
屋
分
ヘ
ハ
下
雪
隠
も
入
、
長
屋
分
ヘ
ハ
荒
川

宗
十
郎
居
候
継
足
之
所
も
入
申
候
、
委
曲
ハ
役
所
記
録
ニ
あ
り

屋
敷
地
内
に
本
屋
（
母
屋
）
の
他
に
鎮
守
宮
・
櫓
・

土
蔵
・
板
蔵
・
長
屋
・
厩
・
小
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
最
も
多
く
の
面
積
を
と
っ
て
い

る
の
が
長
屋
で
、
渋
江
氏
の
住
居
で
あ
る
本
屋
よ
り
も

大
き
な
面
積
を
占
め
て
い
ま
す
。
武
家
屋
敷
の
敷
地
内

に
あ
っ
た
長
屋
と
し
て
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
、
山

口
県
萩
市
の
旧
厚
狭
毛
利
家
萩
屋
敷
長
屋
（
国
指
定
重

要
文
化
財
）
が
あ
り
ま
す
。
渋
江
氏
の
長
屋
に
つ
い
て

は
そ
の
様
式
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
臣
の
宿

所
な
ど
に
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

久
保
田
城
が
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
陸
軍
に
よ

り
接
収
さ
れ
た
後
の
様
子
を
示
し
た
絵
図
（
「
秋
田
御
城

絵
図
」
県
Ｃ
―
一
九
五
―
一
）
に
は
、
渋
江
氏
の
屋
敷

地
に
「
医
院
病
院
」
と
い
う
貼
紙
が
あ
り
ま
す
。
明
治

六
年
の
県
庁
舎
火
災
の
際
に
は
仮
庁
舎
が
置
か
れ
た
よ

う
で
す
。
明
治
三
四
年
の
「
秋
田
市
詳
密
地
図
」（
Ａ
Ｈ

二
九
一
．
五
―
五
）
に
は
「
明
徳
小
学
校
」｢

高
等
小
学

校
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
明
治
三
七
年
に

秋
田
県
公
会
堂
、
大
正
七(

一
九
一
八)

年
に
秋
田
県
記

念
館
、
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
に
は
秋
田
県
民
会

館
・
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
文
化
施
設
は
、
同
地
の
小
高
い
地
形
を
削
っ

て
平
地
に
し
て
建
設
さ
れ
る
そ
う
で
す
の
で
、
築
城
以

来
の
風
景
は
一
変
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
明
治
以

降
、
秋
田
県
の
文
化
の
象
徴
的
な
地
で
あ
っ
た
場
所
に

設
置
さ
れ
る
施
設
が
、
秋
田
県
の
み
な
ら
ず
日
本
や
世

界
の
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

【
煙
山
英
俊
】
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企
画
展
「
秋
田
と
海
」
を
二
階
特
別
展
示
室
で

開
催
中
で
す
。
ま
た
、
第
二
回
歴
史
講
座
【
企
画

展
「
秋
田
と
海
」
を
見
る
】
の
参
加
申
込
も
受
付

中
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。



当
館
で
は
、
毎
年
普
及
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
所

蔵
資
料
を
活
用
し
た
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
の
テ
ー
マ
は
「
秋
田
と
海
」。
前
期
の
展
示
で
は
多

数
の
ご
来
場
を
頂
き
ま
し
た
。
十
一
月
二
日
か
ら
の
後

期
展
示
で
は
資
料
の
一
部
入
れ
替
え
が
あ
り
ま
す
。
今

回
の
企
画
展
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

来
年
秋
、
本
県
を
会
場
に
「
第
三
九
回
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、

海
や
川
な
ど
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
大
切
さ
を
訴
え

る
と
と
も
に
、
水
産
業
の
振
興
と
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
、
天
皇
・
皇
后
ご
臨
席
の
式
典
の
ほ

か
、
海
上
歓
迎
パ
レ
ー
ド
、
稚
魚
の
放
流
、
特
産
品
販

売
な
ど
様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
盛
大
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
秋
田
と
海
に
関
わ
る
資
料
を
展
示

す
る
と
と
も
に
、
大
会
の
事
務
を
担
当
す
る
県
水
産
漁

港
課
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
室
と
連
携
し
て
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
の
一
角
で
大
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
し

平
成

年
度
企
画
展

30
「
秋
田
と
海
」
の
ご
案
内

ま
し
た
。

幟

、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
「
さ
か
な
き
た
」
（
Ｄ
Ｖ

の
ぼ
り

Ｄ
―
〇
〇
九
一
八
）
の
放
映
に
よ
り
、
展
示
室
が
賑
や

か
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
に
は
、

秋
田
の
魚
と
料
理
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

展
示
資
料
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
「
海
岸
絵

図
」（
県
Ｃ
―
五
九
八
）
は
複
製
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

縦
五
．
三
五
ｍ×

横
二
．
三
五
ｍ
の
大
き
さ
と
迫
力
は

十
分
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
青
と
緑
の
色
彩
も
鮮
や
か

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
図
に
は
不
思
議
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
よ
く
見
る
と
男
鹿
の
本
山
、
真
山
、
寒
風

山
な
ど
の
山
か
ら
い
く
つ
も
の
線
が
引
か
れ
て
い
ま
す
。

一
体
こ
の
線
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。
答
え
は
展
示
室
で

確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
水
産
博
覧
会
ポ
ス
タ
ー
」
は
、

海
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
生
き
物
と
浜
辺
で
働
く
人
々
が

細
か
く
描
か
れ
て
い
て
驚
か
さ
れ
ま
す
。
海
に
は
鯛
、

平
目
、
鮪
な
ど
が
所
狭
し
と
泳
ぎ
回
り
、
沖
に
は
鯨
も

見
え
ま
す
。
海
藻
の
下
に
は
貝
や
ヒ
ト
デ
、
岩
場
に
は

亀
や
ア
ザ
ラ
シ
ま
で
い
ま
す
。
見
て
い
る
と
何
だ
か
楽

し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
拡
大
し
た
パ
ネ
ル
で
展
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
資
料
を
ご
覧
に
な
り
、

「
秋
田
と
海
」
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
後
期
展
示
期
間
中
の
十
一
月
二
九
日
に
「
企

画
展
『
秋
田
と
海
』
を
見
る
」
の
テ
ー
マ
で
第
二
回
歴

史
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
桜
庭
文
雄
】

平
成

年
度
企
画
展
「
秋
田
と
海
」
後
期
展
示

30
日
時

十
一
月
二
日
（
金
）
～
十
二
月
四
日
（
火
）

（
第
一
第
三
水
曜
日
は
休
館
日
）

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場

当
館
二
階
特
別
展
示
室

第
二
回
歴
史
講
座

企
画
展
「
秋
田
と
海
」
を
見
る

日
時

十
一
月
二
九
日
（
木
）

午
後
一
時
三
〇
分
～
午
後
三
時

会
場

当
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

公
文
書
館
よ
り
お
知
ら
せ

企画展ポスター

「海岸絵図」が使われています。
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後期展示でご覧になれます。
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